
 
 

 

 



富士Ｓの好走血統については、ブログ「血統馬券の参考書」の記事をご参照ください 

↓↓↓ 

https://kmax-jp.net/15043.html 

 

 

【予想見解】 

 

◎９番レッドモンレーヴ 

 

父：ロードカナロア 

母父：ディープインパクト 

祖母父：トニービン 

曾祖母父：ノーザンテースト 

エアグルーヴ牝系出身馬。 

 

Ｇ２昇格後の富士Ｓに有効な血統の詰め合わせ配合馬。 

 

気難しい所があり、連続好走が出来ておりませんが、 

前走は距離短縮好走直後の距離延長でＧ１初挑戦。 

それでも２着馬に０秒４差の６着でソダシには先着。 

 

同距離ローテと得意の舞台で巻き返す可能性が高いでしょう。 

 

https://kmax-jp.net/15043.html


 

★２番マテンロウオリオン 

 

母系にグレイソヴリンとブラッシンググルーム。 

 

Ｇ１ＮＨＫマイルの２着馬（勝ち馬と同タイム）で、 

Ｇ１ＮＨＫマイルと、Ｇ２富士Ｓは好走馬がリンクしやすく、 

今回はチークピーシーズを装着しての出走。 

 

鞍上がノリさんから、田辺Ｊに替わりますが、 

追い切りにはノリさんが跨っており、 

「チークいいね」とコメント。 

 

適性が合いそうなレースに、 

新たな装具と新たな騎手で一変も。 

 

 

○１０番キラーアビリティ 

 

父：ディープインパクト 

母父：ブラッシンググルーム系コンガリー 

Ｇ２富士Ｓのお手本のような血統馬。 

母父コンガリーは、米国のマイルＧ１を２勝。 



 

初めてのマイル戦になりますが、 

牝系ファミリーは、１４００ｍ～１６００ｍで穴をあける一族。 

 

加齢とともに体型が短距離向きに変わってきており、 

距離短縮での変わり身に最大の警戒を。 

 

 

注１番ユニコーンライオン 

 

父ノーネイネヴァーは、仏国のスプリントＧ１モルニ賞馬。 

その産駒にも、スプリントＧ１馬が複数出ております。 

 

また、本馬の半兄ザワウシグナルもＧ１モルニ賞馬。 

要するに、元来はスプリント血統という事になります。 

 

これまで、中距離重賞で活躍出来ていたことが奇跡的で、 

加齢とともにスプリンター化していても 

「ああ、やっぱそうか」てなものでございますな。 

 

実際、マイル戦でも３勝クラス時代に２度馬券に絡んでおります。 

 

今回陣営は「ハナにはこだわらず馬のペースで」 



とコメントしており、この馬は逃げた時より番手に控えた方が 

好走率が高い「先行馬」でございますから 

せかされず、気分良く走れば「残っちゃった」という事も。 

 

完全無視は後悔に繋がるかも知れませぬ。 

 

 

▲３番エターナルタイム 

 

Ｇ２富士Ｓの好走血統「ロードカナロア産駒」。 

 

ルメール殿の騎乗で３勝しており、 

東京巧者でもありますので、昇級戦でも侮れません。 

 

ただ、前走が距離短縮ローテでの勝利で、 

この馬は距離短縮で３戦３勝の「短縮巧者」。 

 

今回は、得意の短縮とは真逆の「距離延長ローテ」となる事に 

若干不安を感じておりますので、これが目一杯の評価。 

 

 

【馬券】 

 



EZ-WIN推奨馬券 

 

馬連・３連複３頭ボックス 

２番・６番・９番 

 

 

くまもん馬券 

 

・馬連流し 

◎９番－１・２・３・６・１０ 

 

・ワイドフォーメーション５点 

★２番・○１０番－１・２・９・１０ 

 

・３連複フォーメーション２１点 

◎９番－１・２・１０－印全頭 

 

・３連単３頭ボックス６点 

２番・９番・１０番 


